
　

岡
山
県
立
倉
敷
南
高
校
は
、「
自
分
の
言

葉
で
自
分
の
夢
を
語
れ
る
生
徒
」の
育
成
を

掲
げ
る
、進
学
重
視
型
の
単
位
制
高
校
だ
。

同
校
に
は
高
校
入
学
時
点
で
目
指
す
職
業

の
あ
る
生
徒
が
少
な
く
な
い
。し
か
し
、少
な

い
人
生
経
験
の
な
か
で
、家
庭
や
学
校
生
活

で
目
に
付
く
範
囲
か
ら
の
目
標
設
定
が
目

立
つ
と
い
う
。

 

「
本
校
が
生
徒
に
望
む
進
路
選
択
と
は
、単

に
自
分
で
決
め
る
こ
と
で
は
な
く
、社
会
や

職
業
に
対
す
る
厚
み
の
あ
る
理
解
を
し
、志

を
も
っ
て
選
択
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、将
来
の
目
標
が
あ
る
生
徒
で
も
い
っ
た

ん
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
、よ
り
確
固
た
る
も
の
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
山
下
陽
子
校
長
）

　

生
徒
を
揺
さ
ぶ
る
中
心
的
な
活
動
と
な

っ
て
い
る
の
が
、倉
敷
の
自
治
や
文
化
を
担
っ

て
き
た
町
衆
の
精
神
に
学
ぶ「
倉
敷
町
衆
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
以
下
、マ
チ
プ
ロ
）だ
。倉
敷
商

工
会
議
所
や
地
元
の
名
士
に
、「
町
衆
」と
し

て
マ
チ
プ
ロ
へ
の
協
力
を
依
頼
。
そ
の
町
衆

と
の
連
携
に
よ
り
、生
徒
は
地
元
が
抱
え
る

課
題
の
発
見
と
そ
の
解
決
方
法
に
取
り
組

む
。
2
0
1
5
年
度
か
ら
は
海
外
研
修
も
交

え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
視
点
も
強
化
し
た
。

 

「
探
究
的
な
活
動
が
生
徒
に
効
果
的
に
落

と
し
込
ま
れ
る
よ
う
、町
衆
１
人
の
人
選
も

い
い
加
減
に
せ
ず
、『
短
時
間
で
濃
く
』を
モ
ッ

ト
ー
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
計
し
て
い
ま
す
」

（
進
路
課
長
・
三
島
誠
人
先
生
）

　

１
年
次
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
な

か
で
、町
衆
と
仕
事
や
進
路
に
つ
い
て
語
り

合
う「
ラ
ー
ニ
ン
グ
カ
フ
ェ
」や
、市
内
の
企
業

や
施
設
を
直
接
訪
問
・
見
学
し
て
町
衆
か
ら

話
を
聞
く「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」を
実
施（
図

１
）。
そ
こ
で
発
見
し
た
課
題
に
つ
い
て
グ
ル

ー
プ
で
調
査
・
研
究
を
行
い
、ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ

ョ
ン
形
式
で
発
表
す
る
。
２
年
次
は
学
校
設

定
科
目「
キ
ャ
リ
ア
Ⅰ
」で
、１
年
次
マ
チ
プ
ロ

の
学
び
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
課
題
研
究
を

行
い
、そ
の
成
果
を
ポ
ス
タ
ー
と
小
論
文
に
ま

と
め
る
。
３
年
次
は
文
化
祭
で
地
域
や
世
界

の
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
を

行
う
。
こ
う
し
て
地
域
か
ら
世
界
へ
と
視
点

を
広
げ
な
が
ら
、進
路
決
定
に
つ
な
が
る
資

質
や
意
欲
、志
を
育
成
し
て
い
る
。

 

「
観
念
的
に
な
り
が
ち
な
普
通
科
教
育
の

な
か
に
あ
っ
て
、現
実
社
会
を
生
き
る
町
衆

か
ら
受
け
る
刺
激
は
、生
徒
の
学
び
や
将
来

へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

（
山
下
校
長
）

　

同
校
で
は
こ
う
し
た
活
動
で
生
じ
た
気
づ

き
や
気
持
ち
の
変
化
を
次
の
一
歩
に
つ
な
げ

る
、教
員
の
働
き
か
け
も
重
視
し
て
い
る
。各

学
年
、担
任
を
中
心
に
年
間
５
回
以
上
の
面

談
を
実
施
。
そ
の
際
、主
に
３
つ
の
ア
イ
テ
ム

を
基
に
話
を
す
る
。

　

１
つ
は
同
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
帳

「M
-P
R
iD
E

」。
前
半
は
学
校
行
事
の
入
っ

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、後
半
は
集
会
や
進
路
講

演
時
の
メ
モ
・
感
想
欄
、面
談
シ
ー
ト
な
ど
の

記
録
用
に
な
っ
て
お
り
、自
分
が
学
校
生
活

地域連携の探究的な活動で生徒の価値観を揺さぶり
様々な教員による多面的な面談で意思決定を支える

の
な
か
で
何
を
感
じ
ど
う
行
動
し
て
き
た
か

を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。２
つ
目
は
マ
チ

プ
ロ
の
探
究
活
動
で
取
り
組
ん
だ
ポ
ス
タ
ー
。

進
路
の
方
向
性
を
確
認
す
る
格
好
の
材
料

と
な
る
。
３
つ
目
は
、同
校
が
21
世
紀
型
能

力
を
ベ
ー
ス
に
開
発
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
自

己
評
価
。
そ
の
結
果
や
推
移
か
ら
、自
分
の

成
長
や
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
わ
か
る
。
こ
う

し
た
材
料
を
基
に
、進
路
の
方
向
を
確
認
し
、

次
に
生
徒
自
身
が
と
る
べ
き
行
動
を
考
え

さ
せ
て
い
る
。

 

「
活
動
で
将
来
に
つ
な
が
る
気
づ
き
や
問
題

意
識
が
生
じ
て
も
、本
人
が
自
覚
し
て
い
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。そ
こ
を
掘
り
起
こ
し
、

点
を
線
に
し
て
進
路
に
つ
な
ぐ
支
援
は
教

員
の
役
割
で
し
ょ
う
」（
山
下
校
長
）

1974年設立／普通科・単位制　生徒数957人（男子397人・女子560人）
進路状況（2016年３月実績）／大学268人・短大６人・専門学校３人・就職１人・その他29人学校データ

自分の言葉で自分の夢を語れる生徒

生徒

教員の関わり・姿勢プログラム・仕組み

入学時 進路選択時
●日常見えやすい職業を
　将来の目標にしている。
●地域や社会に対し、
　観念的な理解しか
　していない。

●社会の課題に目が向く。
●高校生活の活動を進路に
つなげて考えられる。
●学びに対する
　モチベーションが高い。

●生徒が自覚していない気づきを掘り起こ
し、つないで次の行動を後押しする
●担任、教科担当、進路指導部など多様
な教員の連携による多面的な生徒把握
●他の教員の指導の手法を学び取る

●探究活動「マチプロ」
●指導ポイント付きの詳細な進路指導計画
●年間５回の個人面談
●手帳「M-PRiDE」などによる生徒の把握
●志望理由書の指導
●「21世紀型能力」ルーブリックによる
　教育活動の評価

自己理解
進路情報収集
進路計画立案

取材・文／藤崎雅子

生
徒
の
進
路
希
望
を
揺
さ
ぶ
る

地
域
で
の
探
究
活
動

目指す生徒像▶

次
の
一
歩
に
つ
な
げ
る

年
５
回
以
上
の
面
談

進路指導実践レポート生徒の進路決定力を高める

282017 FEB. Vol.416



　

こ
の
よ
う
な
や
り
方
で
は
、教
員
一
人
ひ
と

り
の
生
徒
と
の
関
わ
り
が
重
要
だ
。
そ
こ
で

同
校
で
は
、指
導
の
方
向
性
が
ぶ
れ
な
い
よ

う
進
路
指
導
年
間
計
画
表
を
作
成
し
、進

路
主
任
会
議
を
毎
週
開
い
て
、時
期
ご
と
の

目
標
や
各
指
導
項
目
の
留
意
点
を
共
有
し

て
い
る
。
ま
た
、教
員
の
ス
キ
ル
の
底
上
げ
の

た
め
、職
員
会
議
後
に
校
内
の
教
員
が
講
師

と
な
っ
て
「
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
勉
強
会
」を

年
間
10
回
程
度
実
施
し
て
お
り
、「
志
望
理

由
書
の
ま
と
め
方
」「
推
薦
を
突
破
さ
せ
る

工
夫
」な
ど
進
路
指
導
の
テ
ー
マ
で
行
う
こ

と
も
多
い
。

 

「
最
も
教
員
が
学
び
や
す
い
場
は
、日
常
の

職
員
室
。
面
談
は
職
員
室
で
行
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
の
で
、他
の
先
生
の
や
り
方
か
ら
多

く
を
学
ん
で
い
ま
す
」（
三
島
先
生
）

　

昨
年
度
、年
２
回
実
施
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
は
、全
項
目
で
学
年
が
上
が
る
ほ
ど
数
値

が
高
か
っ
た
。
例
え
ば
、「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」

は
１
年
次
第
１
回
が
平
均
値
１
・
76（
5
段

階
評
価
）だ
っ
た
の
に
対
し
、３
年
次
第
２
回

が
３・
31
。
同
様
に「
自
律
的
活
動
力
」は
１・

68
に
対
し
３・
11
だ
っ
た
。
21
世
紀
型
能
力
が

着
実
に
身
に
付
い
て
お
り
、進
路
選
択
時
の

主
体
的
な
態
度
・
行
動
に
も
生
き
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　

３
年
間
の
高
校
生
活
で
進
路
目
標
が
変

わ
る
生
徒
も
少
な
く
な
い
。
昨
年
卒
業
し
た

あ
る
女
子
生
徒
は
当
初
、食
べ
物
が
好
き
と

い
う
理
由
で
栄
養
士
を
目
指
し
て
い
た
。
１

年
次
の
マ
チ
プ
ロ
で
は
、「
食
」に
よ
る
地
元

観
光
地
へ
の
女
子
高
生
の
集
客
を
テ
ー
マ
に

設
定
。
独
自
の
方
法
で
自
然
栽
培
に
取
り

組
む
農
家
に
学
ん
で
、そ
の
農
家
の
米
を
使

っ
た
ク
レ
ー
プ
を
開
発
し
た
。
農
家
の
自
然

栽
培
に
か
け
る
情
熱
や
課
題
の
話
を
聞
い
て

流
通
に
興
味
を
も
ち
、２
年
次
の
マ
チ
プ
ロ

図1 グローバル「町衆」事業の流れ
進路課長

三島誠人先生
校長

山下陽子先生

さまざまな活動から生徒が感じたこと

地元「倉敷」の再発見
フィールドワーク／ラーニングカフェ

　→ポスターセッション

県レベルでの俯瞰と海外飛躍
海外研修、海外インターンシップ
・課題研究（「キャリアⅠ」）
　→ポスターセッション

　主体的に自らの進路を切り開く
グローバルディベート大会

で
は
経
済
系
グ
ル
ー
プ
で
活
動
。
地
元
の
特

産
品
を
生
か
し
た
商
品
提
案
を
し
た
り
、海

外
へ
の
工
場
進
出
を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
発

展
途
上
国
へ
の
融
資
に
も
関
心
が
向
く
よ

う
に
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
彼
女
が
選
ん
だ
進
路
は
、難
関
国

立
大
学
経
済
学
部
だ
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
試
験

の
得
点
は
自
己
目
標
に
は
達
し
な
か
っ
た
も

の
の
見
事
合
格
を
果
た
し
た
の
は
、「
マ
チ
プ

ロ
の
経
験
に
基
づ
い
た
力
強
い
志
望
理
由
書

が
高
く
評
価
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
」と

山
下
校
長
は
言
う
。マ
チ
プ
ロ
の
体
験
と
、そ

れ
を
志
へ
と
昇
華
さ
せ
進
路
に
結
び
付
け
る

教
員
の
働
き
か
け
は
、生
徒
が
自
ら
選
ん
だ

進
路
を
切
り
開
く
大
き
な
力
に
も
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

１年次

2年次

3年次

多様な大人と語り
合うラーニングカフ
ェ（上）とポスター
セッション（下）

2016年度版グローバル
町衆「21世紀型能力」ル
ーブリック。「言語リテラシ
ー」「問題発見力」「キャリ
ア設計力」など15項目に
ついて、生徒は各自５段
階で評価する。

分野別にグループで課題探究に取り
組んだ「キャリアⅠ」のポスター原稿。

オリジナル手帳「M-PRiDE」。
定期的に担任がチェックすること
で生徒の状況を把握。

●改めて、社会には私の知らない職業がたくさんあることを感じました。（中略）
もっと職業について、自主的に調べて、より多くの仕事についての知識を
増やそうと思いました。 （フィールドワーク）

●この講演で一番印象に残った言葉は、「やりたいことは知っていることの中
からしか見つからない」という言葉です。僕は中学の時からずっと、（中略）知
ろうとすれば世界が広がると思っていました。そして今日の講演でこの言葉
を聞いて、僕の考えは間違いではなかったと確信することができました。（グ
ローバルキャリア講演会）

●どんな業界や職業においても、必ず誰かのためや社会、世の中のための仕
事がほとんどなのではないかと思った。その人の笑顔や喜んでいる姿を見
ることができるよう、みんな毎日命がけで生きて、働いているのだと思った。
多くの仕事があって、世の中は成り立っていると思った。（フィールドワーク）

●勉強が優秀なのではなく、人に寄り添ったり励ましたりできる人が、医療や
福祉の仕事に求められていることがわかった。どんな職種でも大切なのはコ
ミュニケーション能力だと思うので、これからもいろいろな人と関わりをもっ
て、身に付けていきたい。（社会人講話）

力
強
い
志
望
理
由
が

難
関
大
学
合
格
も
可
能
に

面談の様子

生徒の進路選択・決定力 どう高める？
【進路指導実践レポート】

倉敷南高校2
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